
週間国際経済2017（23） №108  07/10～07/16      金俊行（きむじゅねん） 

 

07/10・米中首脳会談（ハンブルグ、8日）対北朝鮮は平行線 習氏「対話解決を堅持」 

  ・機械受注5月3.6％減 非製造業が低迷 基調判断を下げ 

    内閣府「企業が投資に慎重。投資意欲を刺激する要因が見当たらず」 

  ・経常黒字5月4カ月ぶり減 原油価格上昇で貿易収支が赤字に 

 

07/11・イラク首相、勝利宣言 対「イスラム国」モスル奪還 

  ・欧米金融緩和縮小で金利差拡大、円安一段と 114円台、2カ月ぶり水準 

  ・「共謀罪」法が施行 計画・準備行為で処罰 

 

07/12・中国国有企業9割不正 反腐敗へ異例の公表 大手20社監査 

  ・中国新車販売が急減速 上半期3.8％増、減税効果息切れ ＜１＞ 

  ・トランプ氏長男、ロシア疑惑のメール公表 ＜２＞ 

 

07/13・イエレン議長議会証言（12日） 資産縮小「比較的早く」 利上げ、慎重判断 

  ・カナダ中銀、利上げ 6年10カ月ぶり 住宅価格高騰で引き締めの必要性 

  ・米通商代表部（USTR）韓国にFTA再交渉要請 貿易赤字で強硬姿勢 ＜３＞ 

    韓国反論「互いに利益」 サービス収支は赤字 相互投資も拡大 シェール輸入で黒字減も 

  ・中国、対米黒字6.5％増（1-6月） 米中経済対話の火種に ＜４＞ 

  ・仮想通貨相次ぐ想定外 一瞬で急落・犯罪悪用 業者分裂警戒、取引停止も＜５＞ 

 

07/14・独仏、防衛・対テロ結束 閣僚会議（13日、パリ）戦闘機の共同開発で合意 

  ・米仏首脳会談（13日、パリ）パリ協定、貿易問題で意見の対立避ける 

  ・TPP11、修正は最低限 首席交渉官会合で確認 各国対立の火種残す 

  ・劉暁波氏死去 中国民主化運動の象徴 獄中でノーベル平和賞 

  ・アジアインフラ投資銀行（AIIB）格付け、また最高 フィッチ・レーティングス 

  ・鉄鋼輸入割当・関税上げ課す トランプ氏表明（12日） 

  ・特集「ニュー・モノポリー米ITビッグ5」（～07/15） ＜６＞ ＜７＞ 

    アップル、グーグル、マイクロソフト、アマゾン、フェイスブック 

    5社合計時価総額1年で4割増の2.8兆ドル 少ない雇用、処方箋見えず 

 

07/15・鉄鋼発「貿易戦争の恐れ」 米「関税・輸入割当同時」検討 

    通商拡大法232条、WTOルール「安保」が抜け穴に 市場、警戒感広がる 

  ・緩和マネー縮小へ難路 世界で90兆ドル、危機前の1.8倍に  

    景気・物価なお不安 日銀の動き鈍く 

  ・ホワイトハウスとメディア対立続く 定例記者会見存続に黄信号 音声のみ許可   

07/16・米鉄鋼輸入制限 車・エネ業界が反対 価格上昇を懸念 

     

 



 


